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空間的に不均一な乱流場は、自然界に普

遍的に観測されており、その振る舞いは系

全体に大きな影響を与える可能性が指摘さ

れている。その一例として、太陽対流層と

放射層の間（Tachocline と呼ばれる領域）は、

太陽ダイナモ活動に重要な影響を与えてい

ることが指摘されている。磁場閉じ込めプ

ラズマでは、turbulence spreading と呼ばれる

乱流が基本モードの線形安定領域に広がる

効果の重要性が指摘されている[1]。そこで、

本研究では、液晶電気対流乱流を用いて、

空間的に最も不均一性の大きい乱流駆動領

域の端に注目して、乱流構造および乱流輸

送特性について調べる実験を行った[2]。 

図 1 に本研究の実験概略図と実験結果

の一例を示す。乱流は安定領域にセル厚程

度の浸み込みが観測された。この浸み込み

長は、乱流の波数、周波数依存性を持つこ

とが観測された。 

乱流中に混ぜ込んだトレーサー粒子の

解析から境界領域と乱流駆動領域の乱流輸

送を調べた。相対拡散特性に大きな違いが

観測された。Lagrange 統計からの類推では、

乱流駆動領域は、Super-diffusiveであり、境

界領域では、Sub-diffusiveの傾向がみられた。 
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図１．（左）液晶電気対流の実験装置概要と安定性境界領域で観測された液晶電気対流のスナッ

プショット。赤濃淡は、視線方向速度場のパターンが可視化されたもの。緑は、トレーサー粒子

の発光。（右）速度場の周波数パワースペクトルの空間分布。 


